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	概要　ＥＡ　(600字～800字程度にまとめてください。)

本研究では，代表的なポリオレフィンであるイソタクチックポリプロピレン（iPP）と種々のポリエチレン（PE）を用いた。一軸延伸過程における最も基本的な破損機構である降伏挙動とネッキング挙動に対して分子論および構造論的解析を行った．まず，iPPおよびPEの近赤外領域における詳細な帰属を検討した．次に，延伸過程中における近赤外分光測定装置を組み，延伸過程中における分子振動状態および配向状態を評価する解析手法を確立した．そして，延伸過程中における分子振動状態および分子配向状態の変化から，延伸過程中におけるiPPおよびPEの変形機構を考察した．その結果，以下のことが分かった． 

· 延伸過程中の吸光度の変化から，高密度ポリエチレン（HDPE）および低密度ポリエチレン（LDPE）の破損後の分子振動状態は，溶融状態における分子振動状態と一致し，降伏点以降の分子鎖の振動状態は非晶鎖と等しいことが分かった．直鎖状低密度ポリエチレン（LLDPE）およびiPPでは，破損後も分子の振動状態は非晶鎖とは一致せず，結晶中と等しい振動状態を示したことから，LLDPEおよびiPPでは球晶の破壊後も分子鎖は結晶格子中と同等の束縛状態にあることが分かった．このことは，応力ひずみ曲線の形状が酷似していても，LDPEとLLDPEではその破損機構が本質的に異なることを意味している．このことから，結晶相における分子鎖の充填状態の違いによって，HDPE，LDPEでは降伏において球晶のラメラクラスターユニットへの破砕が起こり，LLDPEではラメラクラスターユニットへの破砕に優先して結晶からの鎖の引き抜きや解きほぐれが起こっていることが示唆された．

· 分子配向挙動より，PEでは第一降伏点までの弾性領域において，球晶のアフィン的な変形が起こっていることがわかった．また，第一降伏からひずみ硬化までの間で分子鎖が急激に配向することが分かった．この現象は球晶の破砕によって発生したラメラクラスターユニットおよびラメラクラスターの延伸軸方向への回転配向によって説明することができる．また，結晶性の低いLLDPEおよびLDPEでは，変形の初期段階から非晶鎖の延伸軸方向への配向が支配的に起こっていることが分かった．

　以上のことから，結晶性ポリオレフィンにおいて，立体規則性や結晶度の違いなどによって，分子振動状態および破損機構が大きく異なることが分かった．高結晶なものはラメラが連結したクラスターの破壊と回転が破損時に瞬時に起こるのに対して，低結晶なものは結晶ラメラの塑性的な流動変形による鎖の解きほぐれが支配的となることが分かった． 

このように，近赤外分光法による結晶性高分子固体のデータを用いることにより，これまではっきりしなかった変形破壊機構をより具体化することができた．今後は破断や破壊機構への応用が期待される。

現在、これらの成果に関する論文を執筆中である。
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	欧文概要　ＥＺ

A rheo-optical study has been developed to examine the nature of the structural changes, using the near-infrared spectroscopy. In this work, we investigated the　strain () dependence of structural changes of isotactic polypropylene (iPP) materials during uniaxially stretching using a rheo-optical technique; in which the near-infrared spectra and tensile stress were simultaneously measured as a function of elongation time. 

It was found that the elongational time dependence of the absorption coefficients of near-infrared spectra for the sample with high crystallinity is quite different from those for the samples with low crystallinity. Thes experimental results suggest that the different yield mechanism can be shown for the sample with different crystallinity and chain morphology. Samples with high crystallinity mainly show the rupture of the spherulite into the lamella cluster consisting with some lamellae at the yield points and the rotation of the cluster between yield and neck-transform region. On the other hands, samples with low crystallinity mainly show the chain pulling from the crystalline units for the plastic flow deformation of the crystalline lamellae.
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